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防災対策

再
点
検
が
必
要
で
は
な
い
か

地
域
の
防
災
力
を
強
め
て
い
く

帯状疱疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助
を

国
の
動
向
を
見
て
か
ら

　
　
泊
ま
り
合
っ
て
部
落
問

題
を
中
心
に
話
し
、
学
ぶ
と

の
趣
旨
で
51
年
前
に
始
ま
っ

た
「
泊
ま
り
合
い
」
が
今
年

度
中
止
に
な
っ
た
。
県
下
で

は
本
町
だ
け
が
時
代
に
取
り

残
さ
れ
て
続
け
て
い
た
が
、

部
落
問
題
解
決
に
は
一
歩
前

進
だ
。
取
り
止
め
た
理
由
と

そ
れ
に
替
わ
る
新
た
な
事
業

は
ど
ん
な
内
容
か
。

　
泊
ま
る
の
は
子
育
て
世
代

に
は
参
加
し
づ
ら
く
、
参
加

者
も
固
定
化
傾
向
に
あ
っ
て
、

時
間
、
場
所
、
研
修
内
容
等

の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
た
。

　
新
た
な
事
業
は
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
イ
ツ
・
カ
フ
ェ
」
と

名
付
け
、
人
権
課
題
解
消
に

向
け
て
、
テ
ー
マ
は
参
加
者

の
協
議
で
決
め
る
。
様
々
な

立
場
の
意
見
を
出
し
合
っ
て

話
し
合
い
を
す
る
事
業
。

　
　
帯
状
疱
疹
は
50
歳
以
上

で
は
３
人
に
一
人
が
か
か
る

国
民
病
と
も
い
え
る
病
だ
。

予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
は

高
額
の
た
め
、
全
国
的
に
補

助
を
し
て
い
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
町
で
も
補
助
が

出
来
な
い
か
を
伺
う
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
発
症
予

防
な
ど
は
期
待
出
来
る
が
、

ワ
ク
チ
ン
の
費
用
が
高
い
こ

と
と
、
国
が
ま
だ
評
価
を
し

直
し
て
い
る
状
況
も
あ
る
の

で
、
国
の
動
向
を
み
て
い
き

た
い
。

　
　
能
登
半
島
地
震
は
改
め

て
災
害
の
実
態
を
知
ら
さ
れ

た
。
住
居
の
耐
震
化
、
飲
料

水
の
確
保
と
井
戸
の
活
用
、

罹
災
証
明
発
行
へ
の
備
え
、

避
難
所
問
題
等
々
取
り
組
み

の
再
点
検
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
今
回
の
地
震
か
ら
地
域
の

防
災
力
の
重
要
性
が
大
事
だ

と
分
か
り
、
再
度
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
住
宅
耐
震
化
は
よ
り
一
層

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
飲
料
水
は
、
全
町
民
一
日

分
の
容
量
を
上
回
る
量
が
確

保
出
来
て
い
る
。

　
井
戸
の
活
用
は
有
効
で
、

現
状
把
握
も
行
っ
て
い
く
。

　
罹
災
証
明
書
は
、
発
行
の

調
査
が
出
来
る
職
員
講
習
等

を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も

職
員
を
増
や
す
計
画
。

　
避
難
所
運
営
は
、
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る

の
で
住
民
の
皆
さ
ん
で
運
営

を
お
願
い
し
て
い
る
。
防
災

訓
練
の
時
に
避
難
所
運
営
の

訓
練
な
ど
も
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

人権問題

「泊まり合い」中止は一歩前進

新たな事業で課題に向き合う

村
越 

情
報
防
災
課
長

家屋が倒壊した珠洲市の様子
（令和 6年 1月）

「ヒューマンライツ・カフェ」の一コマ
（令和 5年 10月 28 日、ネストウエストガーデン土佐）

宮地 葉子 議員
みや   ぢ　 よう  こ

青
木 

地
域
住
民
課
長

佐
田 

健
康
福
祉
課
長

水
揚
げ
体
制
の

　
　 

充
実
を

協
力
隊

新
規
募
集
強
化

漁業振興

　
　
第
一
次
産
業
の
後
継
者

不
足
は
、
危
機
的
状
況
に
あ

る
と
思
う
。
新
し
い
取
り
組

み
が
こ
こ
数
年
な
い
。

　
新
し
い
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
か
問
う
。

　
県
内
の
漁
業
従
事
者
は
少

子
高
齢
化
に
伴
い
、
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
本

町
に
お
い
て
も
漁
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
は

危
機
的
状
況
に
あ
る
。
　

　
本
年
度
、
自
営
漁
業
者
を

目
指
す
対
象
者
が
入
野
地
区

と
佐
賀
地
区
で
各
１
名
、
定

置
網
雇
用
型
の
方
が
伊
田
で

１
名
の
合
計
３
名
が
研
修
中

だ
。
総
合
戦
略
目
標
値
は
毎

年
１
名
以
上
か
つ
５
年
間
累

計
５
人
以
上
の
目
標
到
達
に

繋
が
っ
て
い
る
が
、
根
本
的

な
解
決
に
は
至
ら
ず
、
こ
の

ま
ま
で
は
近
い
将
来
本
町
の

基
幹
産
業
と
し
て
の
維
持
ま

た
は
継
続
が
困
難
に
な
る
こ

と
が
十
分
想
定
さ
れ
る
。

　
問
題
点
や
課
題
解
決
の
糸

口
と
な
る
新
た
な
制
度
設
計

も
含
め
、
県
内
統
一
で
進
め

て
い
く
部
分
と
町
独
自
の
部

分
を
精
査
し
、
今
後
町
と
し

て
の
新
た
な
施
策
に
繋
げ
て

い
く
。

　
　
２
０
６
０
年
人
口
６
８

０
０
人
を
目
標
値
に
し
て
い

る
が
、
第
一
次
産
業
の
新
規

就
業
者
は
、
何
人
を
想
定
し

て
い
る
か
問
う
。

　
総
合
戦
略
の
創
生
基
本
計

画
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度

か
ら
６
年
度
ま
で
の
５
年
間

の
目
標
値
と
し
て
、
新
規
就

　
　
佐
賀
漁
港
の
水
揚
げ
体

制
が
十
分
で
な
い
の
が
現
実

だ
。
カ
ツ
オ
船
が
水
揚
げ
し

た
い
が
、
時
間
も
か
か
り
魚

の
鮮
度
が
落
ち
る
現
状
だ
。

県
漁
協
の
課
題
だ
が
、
行
政

も
今
ま
で
取
組
ん
で
き
た
が

成
果
が
出
て
い
な
い
。
水
揚

げ
を
行
っ
て
も
ら
う
た
め
、

行
政
に
何
が
出
来
る
か
問
う
。

　
県
漁
協
の
経
営
面
も
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

漁
協
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
に
つ
い
て
は
県
内
各
漁
協

支
所
で
も
特
に
深
刻
化
し
て

農
者
数
は
年
間
７
名
、
漁
業

は
年
間
１
名
。
ま
た
、
一
次

産
業
の
新
規
就
業
者
は
、
合

計
で
50
人
確
保
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。

お
り
、
令
和
７
年
度
か
ら
令

和
８
年
度
の
間
に
20
名
ほ
ど

が
定
年
退
職
と
な
り
、
残
る

漁
協
職
員
の
高
齢
化
も
顕
著

と
な
っ
て
い
る
。

　
新
規
補
充
も
現
在
の
雇
用

状
態
か
ら
は
見
込
め
ず
、
こ

の
ま
ま
で
は
労
務
破
綻
を
迎

え
、
結
果
と
し
て
、
県
内
漁

協
各
支
所
機
能
の
維
持
が
困

難
な
状
況
が
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
春
よ
り
幡
東
ブ
ロ
ッ
ク

各
支
所
の
統
合
を
進
め
て
お

り
、
重
複
す
る
作
業
な
ど
を

集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一

定
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
し
、

随
時
在
籍
職
員
の
配
置
を

行
っ
て
い
る
。

　
町
内
水
産
業
全
般
に
お
け

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
含

む
新
規
募
集
を
強
化
し
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
、

業
務
が
少
し
で
も
円
滑
に
な

る
よ
う
日
々
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
く
。

町政を
一般質問とは、町政
全般について、フ
リーテーマで行政側
に質問するもので、
議員の権利のひとつ
となっています。

新
し
い
施
策
に
繋
げ
る

後継者対策

一
次
産
業
の
危
機
だ
と
思
っ
て

11 議員が質問・提案を

今
西 

海
洋
森
林
課
長

今
西 

海
洋
森
林
課
長

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

佐
賀
漁
港
荷
捌
所

澳本 哲也 議員
おくもと　てつ   や

　前号の「くろしお議会だよりＮｏ．７２」
１８Ｐの一般質問の記事を訂正したものです。


